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第２期中期目標期間における 

年度計画の自己点検・評価に係る実施要領 

 

平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 ８ 日 

大 学 評 価 専 門 委 員 会 

平 成 ２ ５ 年 ９ 月 ５ 日 

一 部 改 正 

 

本学は、第２期の中期目標・中期計画を確実に達成するため、毎年度、年度計画の実施状況について、

以下の要領により自己点検・評価を行う。 

自己点検・評価にあたっては、「第２期中期目標期間における自己点検・評価体制に関する基本方針（平

成２２年９月１４日大学評価委員会決定）」に基づき、評価作業の負担軽減を図るとともに、自己点検・

評価の結果を次年度の改善に着実に反映させることとする。 

 

１． 実施方法（概略） 

（１）年度計画の実施主体（理事、関係委員会、事務局等）は、年度の中間及び終了時に年度計画

の実施状況について、自己点検・評価を行う。 

（２）上記（１）の実施にあたっては、「中期目標・中期計画進捗管理システム」（以下「システム」

という。）を活用する。 

（３）企画課及び大学評価情報室は、年度計画全体の実施状況を確認し、必要に応じて助言等を行

うとともに、それらの結果を大学評価専門委員会に報告する。 

（４）大学評価専門委員会は、上記（３）の報告内容等を基に年度計画の実施状況に関する審議を

行い、中期目標・中期計画の達成に向けた指摘・助言等を行う。 

 

２． 実施主体が行う自己点検・評価 

（１）年度の中間に行う年度計画の実施状況確認 

１）１０月１日時点における年度計画の実施状況を確認し、その内容を「システム」の「自己

点検・評価（中間）」欄に記載する。 

２）記載内容 

ⅰ）年度計画の実施状況及び今後の予定、見通し 

［成果指標（年度計画）の取組及び結果に基づき具体的に記載］ 

ⅱ）成果指標（年度計画）の取組以外に実施している内容 

ⅲ）生じている問題点 

※記載にあたっては、簡潔・明瞭に記載することとし、複数の類似した取組については表形

式にまとめ根拠資料として添付する等、第三者に分かりやすい表現に努める。 

 

３）自己評定（４段階）   

上記で確認した実施状況について、年度末までの予定を見込んで、「自己点検・評価（中間） 

の自己評定」欄に以下の４段階の評定を付す。取組や成果に関する情報、第三者からの評価

などを広く収集し記述を充実させ、対応する根拠資料も添付することで、より積極的で適切
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な自己評定を行う。自己評定をⅣとする場合は、「自己点検・評価（中間）」欄に具体的な根

拠を記載する。 

 なお、単年度ごとの自己評定は、最終的な目標である中期目標・中期計画を達成するため

の進捗管理が目的であり、この評定をもって中期目標・中期計画の達成を図るものではない。 

 

 

 

 

 

※評定「Ⅳ」について（例） 

① 年度計画を達成し、かつ年度計画以外の取組を実施したことで評定「Ⅳ」とするので

はなく、さらに一段上のレベルの取組であることを第三者に示せる際に評定「Ⅳ」と

する。その際は、評定「Ⅳ」の根拠となる十分な記述と具体的な成果を第三者にわか

りやすく示す。 

② 各種補助金を獲得した後の取組による教育・研究の充実や質の向上、体制の整備によ

る効果など、具体的な成果を評定「Ⅳ」の根拠とすることができる。 

４）根拠資料 

年度計画の実施状況を示す根拠となる資料があれば、添付する。（以後、年度終了時まで随

時添付が可能） 

    冊子・会議資料等については、関係部分を抜粋するなど、第三者に分かるよう明示する。 

      取組の記述内容と根拠資料との対応関係を整理し、第三者にわかりやすい工夫を行う。 

例：記述内容に「○○の取組を行い△△の成果を得た。（資料１）」と記載した際は、 

根拠資料のファイル名を「（資料１）○○の取組について」とした上で添付。 

 

（２）年度終了時に行う年度計画の実施状況の自己点検・評価 

  １）３月３１日時点における年度計画の実施状況を確認し、その内容を「システム」の「自己

点検・評価（年度末）」欄に記載する。 

  ２）記載内容 

    ⅰ）年度計画の実施状況及び成果 

［成果指標（年度計画）の取組及び結果に基づき具体的な成果まで記載］ 

記載例：「○○の取組を実施した結果、△△の成果が得られている。」 

    ⅱ）成果指標（年度計画）の取組以外に実施した内容及び成果 

    ⅲ）明らかになった課題 

    ⅳ）中期計画の達成状況及び成果（３年及び６年終了時に実施） 

[成果指標（中期計画）の取組及び結果に基づき具体的に記載] 

※記載にあたっては、簡潔・明瞭に記載することとし、複数の類似した取組については表形

式にまとめ根拠資料として添付する等、第三者に分かりやすい表現に努める。 

  ３）自己評定（４段階） 

「自己点検・評価（年度末）の自己評定」欄に以下の４段階の評定を付す。取組や成果に

Ⅳ. 年度計画を上回って実施している 

Ⅲ. 年度計画を十分に実施している 

Ⅱ. 年度計画を十分には実施していない 

Ⅰ. 年度計画を実施していない 
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関する情報、第三者からの評価などを広く収集し記述を充実させ、対応する根拠資料も添付

することで、より積極的で適切な自己評定を行う。自己評定をⅣとする場合は、「自己点検・

評価（年度末）」欄に具体的な根拠を記載する。 

 なお、単年度ごとの自己評定は、最終的な目標である中期目標・中期計画を達成するため

の進捗管理が目的であり、この評定をもって中期目標・中期計画の達成を図るものではない。 

 

 

 

 

 

※評定「Ⅳ」について（例） 

① 年度計画を達成し、かつ年度計画以外の取組を実施したことで評定「Ⅳ」とするので

はなく、さらに一段上のレベルの取組であることを第三者に示せる際に評定「Ⅳ」と

する。その際は、評定「Ⅳ」の根拠となる十分な記述と具体的な成果を第三者にわか

りやすく示す。 

② 各種補助金を獲得した後の取組による教育・研究の充実や質の向上、体制の整備によ

る効果など、具体的な成果を評定「Ⅳ」の根拠とすることができる。 

   ４）根拠資料 

      年度計画の実施状況を示す根拠資料を添付する。 

      冊子・会議資料等については、関係部分を抜粋するなど、第三者に分かるよう明示する。 

      取組の記述内容と根拠資料との対応関係を整理し、第三者にわかりやすい工夫を行う。 

例：記述内容に「○○の取組を行い△△の成果を得た。（資料１）」と記載した際は、 

根拠資料のファイル名を「（資料１）○○の取組について」とした上で添付。 

 

３．大学評価専門委員会が行う確認・審議 

 （１）実施状況（中間）の報告を受け、必要に応じて中期計画、年度計画の達成に向けた課題の指 

摘や助言等を行う。 

  （２）上記（１）に加え、大学評価専門委員会が特に必要と認める項目については、ヒアリング等 

を行い定期的に実施状況について審議する。 

  （３）大学評価専門委員会での審議等の結果については、次年度計画にフィードバックできるよう 

企画専門委員会等に意見を提出することとする。 

  （４）年度終了時の年度計画の実施状況について自己点検・評価を行い、年度計画ごとに４段階の 

評定を付すとともに、年度計画全体の総括を行う。 

 

４．その他 

（１）本実施要領による自己点検・評価の結果は、国立大学法人評価委員会に提出する実績報告書

の根拠とする。 

（２）「システム」に入力された内容は、学内に公開する。 

Ⅳ. 年度計画を上回って実施している 

Ⅲ. 年度計画を十分に実施している 

Ⅱ. 年度計画を十分には実施していない 

Ⅰ. 年度計画を実施していない 


